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～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 18 （回答者数）
15

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校での授業内容やテスト結果等から学習状況および課題を

把握し、児童一人ひとりの苦手分野の改善・克服を目的とし

た個別の学習支援を計画的に実施しています。

2

児童本人および保護者の希望を踏まえ、進路相談や学習支援

が適切かつ計画的に行える体制の整備・実施に努めていま

す。

パソコンの、ICT教材『すらら』を使用して学習を支援をす

ることが出来るように支援をしています。

児童一人ひとりの学力や理解状況に応じた個別学習支援を行

うため、ICT教材「すらら」を活用し、個別の進度に合わせ

た計画的な学習支援を実施しています。

児童一人ひとりの学力、理解状況および特性を把握した上

で、個別のニーズに応じた学習内容の設定を行い、個別性に

配慮した学習指導を計画的に実施しています。

元学校教員等の教育経験を有する職員を配置し、児童一人ひ

とりの学力、理解状況および特性を踏まえた個別指導を実施

するなど、専門性を活かした学習支援体制の充実を図ってい

ます。

2026年　1月　15日
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2026年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 OHANAサポートスクール

○保護者評価実施期間
2025年　12月　22日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

地域の児童や兄弟が参加可能なプログラムを計画的に立案・

実施し、異年齢交流や家庭間の関わりを通じて、児童の社会

性・協調性の育成につなげる体制を整えています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童一人ひとりの学習レベルや特性を把握し、必要な支援が

明確になるよう個別支援計画書を作成しています。また、職

員研修や勉強会を通じて、児童支援に関する知識・技能の向

上および計画的な支援実施に努めています。

2

SST（ソーシャルスキルトレーニング）やロールプレイを活

用し、地域の子どもと関わる際の精神的負担を段階的に軽減

できる模擬的な学習機会を計画的に提供しています。また、

講演会等を通じて、保護者が参加できる家族会の場を整備

し、家庭・地域との連携強化を図っています。

3

お手紙や写真等を通じて、避難訓練や防災訓練の様子を保護

者が容易に把握できるよう情報提供を計画的に実施し、保護

者への周知徹底と安全意識向上に努めています。

児童が年齢の異なる友達や先輩・後輩と交流する機会を計画

的に設け、社会性やコミュニケーション能力の育成につなげ

るよう、指導・支援体制の工夫を行っています。

小学校1年生から高校3年生までの児童を受け入れ、年齢差を

活かした共同活動の機会を計画的に設けることで、互いのか

かわり方や社会性の習得につながる環境整備を行っていま

す。

現状、各種マニュアルの情報提供および避難訓練等の情報発

信が十分に行われていない部分があります。今後は、マニュ

アルの閲覧体制を整備するとともに、避難訓練や防災に関す

る情報発信を計画的に実施し、保護者・関係者への周知徹底

と安全意識の向上を図る体制を整えていきます。

事務所内に各種マニュアルを整備し、来訪時には保護者等へ

の閲覧を可能としています。また、避難訓練や防災訓練の様

子をお手紙やインスタグラム等を通じて適時発信し、保護

者・関係者への周知徹底と安全意識向上を図る体制を整えて

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現状、学習に対する支援が強く、日常生活のスキルに関する

支援が十分に行えていない部分があります。今後は、個別支

援計画やカリキュラムに組み込み、児童一人ひとりの生活ス

キル向上を目的とした支援を計画的に充実させていく方針で

す。

現状、学習支援を中心に実施していることから、日常生活における

支援が十分でない部分があります。また、個別学習対応にリソース

を割いているため、生活スキル訓練プログラムの計画的な実施に必

要な人員が不足している状況です。今後は、個別支援計画やカリ

キュラムに生活スキル訓練を組み込み、児童一人ひとりの生活能力

向上につなげる支援体制の充実を図ります。

現状、保護者や地域の場の活用および地域住民との関わりが

十分に行えていない状況です。今後は、地域交流プログラム

の企画・実施や保護者参加型の活動を通じて、児童の社会性

向上および地域連携の充実を図る体制を整備していきます。

様々な特性を有する児童が利用していることから、集団活動が負担

となる場合があります。そのため、児童が負担を感じないよう配慮

しつつ、外出や地域交流の機会を計画的に設け、地域住民との関わ

りを促進する取り組みを進めていきます。また、保護者同士の交流

を図る家族会の開催も検討し、家庭・地域との連携強化を図る体制

を整えていきます。


